
パリ協定に見られる低炭素，脱炭素に向けた動きにより更なる省エネと再エネ大量導入が進む中で，エネル
ギー供給の不安定化やコストの上昇など，不安要因があり，これまで以上にエネルギーのスマート化が必要．

「持続可能な脱炭素社会」：これまで通り快適にエネルギーを使いながら、エネルギーコスト削減、省エネルギー
化、カーボンニュートラル化を実現

水素社会に向けた最適な社会インフラ普及
～ 水素社会シミュレータの開発 ～

水素社会の実現加速 未来のエネルギーのコンセプト提案

水素インフラの普及加速 普及加速に向けた社会インフラ評価ソフトの開発

ゼロエミッションモビリティ普及に向けて、インフラの設置拡大が重要
特に、FCV普及のためには水素ステーションの設置が必要
ただし、設置コスト高、稼働コスト高により設置が進んでいない

ST設置数(計画中含む)

2015年 81ケ所
↓
2017年 92ケ所

水素インフラの最適配置計算

水素インフラの普及には、インフラ設置効果の定量的な評価が必要
需要(FCV普及予測モデル)と供給(水素ST普及計画)に基づいた
定量的な評価を可能にする社会インフラ評価ソフトを開発

Quadtree searchによる
需給最適配置の計算
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